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学 校 建 設 等 特 別 委 員 会 記 録

◇開会日時 平成２６年４月２１日（月曜日）

午前１０時００分 開会 午後 １時２２分 閉会

◇開催場所 全員協議会室

◇出席委員 １７名

◇欠席委員 なし

◇出席説明員

◇事務局職員

委 員 長 栗 原 次 男 議員 副 委 員 長 赤 松 祐 造 議員

委 員 金 井 伸 夫 議員 委 員 熊 谷 二 郎 議員

委 員 須 貝 郁 子 議員 委 員 田 上 安 男 議員

委 員 吉 田 武 司 議員 委 員 阿 部 かをる 議員

委 員 村 田 富士子 議員 委 員 佐久間 美代子 議員

委 員 吉 田 けさみ 議員 委 員 待 鳥 美 光 議員

委 員 駒 井 政 公 議員 委 員 猪 原 陽 輔 議員

委 員 齊 藤 秀 雄 議員 委 員 斉 藤 克 己 議員

議 長 菅 原 満 議員

市 長 松 本 武 洋 副 市 長 大 野 健 司

教 育 長 大久保 昭 男 企 画 部 長 山 﨑 悟

総 務 部 長 橋 本 久 保健福祉部長 東 内 京 一

建 設 部 長 田 中 義 久 教 育 部 長 上 篠 乙 夫

教育委員会事務局審議監 兼 学校建設準備室長 棚 谷 安 久

秘書広報課長 大 野 久 芳 財 政 課 長 奥 山 寛 幸

総 務 課 長 喜 古 隆 広 こども福祉課長 新 坂 達 也

学校建設準備室主幹 兼 室長補佐 長 坂 裕 一

議会事務局長 郡 司 孝 行 議会事務局次長 伊 藤 英 雄

議事課長補佐 平 川 京 子 主 事 山 田 航 平
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◇本日の会議に付した案件

学校建設及び適正な配置に関することについて

・第４回特別委員会からの進捗状況について

・新設小学校建設設計ワークショップについて

・新設小学校の配置計画等の概要について

・新設小学校の通学区域の概要について

・その他、学校建設工程の報告及び学校視察報告
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午前１０時００分 開会

○栗原次男委員長 それでは、ただいまから学校建設等特別委員会を開会します。

出席委員数が定足数に達していますので、会議は成立しています。

初めに、市長より挨拶を求められています。

市長。

○松本市長 おはようございます。

本日は、第５回学校建設等特別委員会を開催いただきまして、ありがとうございます。また、

市政各般につきましては、平素から格別の御理解、御協力を賜りまして、重ねて御礼を申し上

げる次第でございます。

さて、学校建設でございますが、もう御存じのとおり市の最重要、最優先課題の一つとして、

平成28年度の開校を目指して現在全力で取り組んでおります。昨年には小学校建設予定地とし

て地権者の方々との合意ができたことから、技術提案によるプロポーザル方式により設計受託

者を株式会社松田平田設計に決定したところでございます。設計業者との調整、協議はもとよ

り、併設する施設の関係主管課との調整、ワークショップによる市民参加を取り入れ、着実に

基本設計を進めてまいりました。今月末には取りまとめて、５月に行うパブリックコメントを

もって完了させまして、実施設計へと進めていきたいと考えております。

本日は、第４回特別委員会からの進捗状況やワークショップの開催状況のほか、配置計画や

通学区域の概要、今後の建設工程などを説明させていただきます。

委員の皆様方におかれましても、一段と進んでまいりました小学校建設への共通の認識をい

ただきまして、限られた期間でございますので、円滑な事業の推進を図ってまいりたいと考え

ております。何とぞ議員の皆様方の御支援、御協力を重ねてお願い申し上げる次第でございま

す。

それでは、内容につきましては、資料に沿って担当から御説明いたしますので、よろしくお

願いいたします。

○栗原次男委員長 市長、ありがとうございました。

市長は公務がございますので、ここで退席なさいます。

休憩します。（午前１０時０１分 休憩）

再開します。（午前１０時０２分 再開）

本日の資料は、お手元に配付しましたとおりです。後日、記録とあわせて公開します。

それでは、議題に入ります。

本日は、１、第４回特別委員会からの進捗状況について、２、新設小学校建設設計のワーク

ショップについて、３、新設小学校の配置計画等の概要について、４、新設小学校の通学区域

の概要について、５、その他、学校建設工程の報告及び学校視察報告となります。

それでは、まず１、第４回特別委員会からの進捗状況についてと２、新設小学校建設設計の
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ワークショップについての説明を求めます。

学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 おはようございます。

それでは、第５回学校建設等特別委員会、（仮称）和光市立下新倉小学校建設の進捗につい

て御説明させていただきます。

その前に、配付してあります資料の確認をお願いいたします。

資料といたしましては、第５回学校建設等特別委員会と書かれていますＡ４サイズで５枚と

なっております。

続きまして、（仮称）和光市立下新倉小学校建設の説明資料と書かれています資料がありま

す。Ａ３サイズとＡ４サイズ合わせて20枚となっております。

よろしいでしょうか。

それでは、説明をさせていただきます。

まず初めに、第５回学校建設等特別委員会の表紙をごらんになっていただきたいと思います。

今回の説明内容につきましては、１、第４回特別委員会からの進捗状況について、２、新設

小学校建設設計ワークショップの報告について、この説明につきましては、学校建設準備室主

幹により報告させていただきます。３、新設小学校の配置計画等の概要について、４、新設小

学校の通学区域の概要について、この説明につきましては、教育部長より説明を行います。５、

その他、学校建設工程報告及び学校視察報告を行いたいと思います。

次に、１ページをごらんいただきたいと思います。

第４回学校建設等特別委員会を平成25年11月14日に行っておりますので、約５カ月後の特別

委員会となっております。平成25年12月13日は、プロポーザル方式により設計業者を決定して

おります。また、12月26日には株式会社松田平田設計との設計業務委託契約書を締結しており

ます。新設小学校予定地の地権者の方との協議を行い、合意してきました契約内容について報

告させていただきます。

新設小学校の用地確保につきましては、（９）、（10）の方は、平成25年９月19日に土地売

買契約書の締結を行っております。

次に、（３）と（５）の方につきましては、平成25年10月31日、三者契約になりますけれど

も、土地売買契約書の締結を行っております。

次に、（６）の方につきましては、平成25年11月22日に三者契約によります土地売買契約書

の締結を行っております。

次に、（１）の方につきましては、平成25年12月24日に、以前に土地賃貸借仮契約書を締結

しておりましたが、本契約書の締結を行っております。

次に、（４）の方と（11）の方につきましては、（１）の方と同じように平成25年12月25日

に土地賃貸借仮契約の本契約書を締結させていただいております。

次に、（２）の方につきましては、平成26年２月24日に、先ほどの方と同じように土地賃貸
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借契約書の本契約書の締結を行っております。

最後になりますが、（７）と（８）の方につきましては、農地法の畑の交換の成立後におき

まして、平成26年３月27日に土地賃貸借の契約書の締結を行っております。

これをもちまして、全ての契約の締結が終了しております。

右に書かれている配置図につきましては、番号のとおりの契約となっております。

次に、２ページをごらんいただきたいと思います。

市所有水路敷の移管について説明いたします。

水路を廃止できる条件といたしまして、水路を使用していないことの確認ができること、そ

して、水路に接している土地の所有者から、水路の廃止による承諾印をもらうことという条件

がございます。その条件を満たしたことにより、道路安全課では水路の廃止を行っております。

これによりまして、水路面積を学校用地の敷地面積としております。この位置といたしまして

は、配置図の中にあります中央の部分で、縦に細い部分となっております。

次に、小学校予定地の敷地面積につきまして説明いたします。

市所有地の土地につきましては8,078㎡となっております。

次に、借りている土地につきましては5,019㎡となっております。合計で１万3,097㎡の土地

となっています。実際に測量を行った結果となりますが、実測値といたしまして１万3,155.32

㎡となっております。この敷地をもちまして、設計を行っております。

○栗原次男委員長 続けて、学校建設準備室主幹、お願いします。

○長坂学校建設準備室主幹 引き続きまして、新設小学校の設計ワークショップについての報

告をいたします。

お手持ちの資料３ページから４ページの見開きをごらんいただきたいと思います。

開催日時につきましては、ごらんの日程のとおり全４回を実施、１回当たり10時から２時間

程度、いずれも坂下公民館で行っております。

なお、期間中のメンバーの出席状況でございますが、第３回で１名欠席があったほか、全員

出席となっております。

公開、非公開につきましては、各回の実施に当たっては非公開といたしましたが、実施後は

各回終了後にワークショップかわら版をホームページにアップすることで内容の公開を行って

おります。

当ワークショップは、市民の方が利用される施設を対象に、「学校に併設される施設の複合

化メリットを引き出すために」をテーマとし、ワークショップメンバーにより検討結果を取り

まとめて、基本設計への提言とすることを目的として実施をいたしました。また、テーマに対

する検討を深めるため、個別のテーマとして、ＡからＣの３つを設定しております。テーマＡ

が「図書館分館のあり方について」、テーマＢが「保育クラブ・児童館のあり方について」、

テーマＣが「市民広場・パークアベニューと防犯防災のあり方について」となっております。

ここで、説明資料の１、ワークショップかわら版№１をあわせてごらんいただきたいと思い
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ます。

紙面の上段右側のワークショップメンバーからごらんいただきたいと思います。

テーマＡからＣにわけたグループを編成し、１グループ６名、全３グループ18名でワークシ

ョップを行いました。１グループのメンバーは、リーダー、保護者、利用者、公募市民、市職

員の５名で議論を行い、これに進行のアドバイザーとして設計事務所の担当者１名を加えた構

成となっております。リーダーは、地域活動をされている方やボランティアをされている方に

お願いをいたしました。保護者は、白子小学校、新倉小学校、北原小学校から推薦を受けた方

といたしました。利用者は、図書館や児童センターの利用をしている、または検討内容に見識

のある方といたしました。市職員はテーマに応じ、図書館、こども福祉課、危機管理室の担当

課職員といたしました。公募については、応募資格を在住、在勤、在学の高校生以上とし、募

集期間におおむね２週間を設定し、広報わこう２月号とホームページにより、利用者枠と合わ

せて６名の募集をしたところ、４名の応募がありました。この中には学校から推薦を受けた方

との重複があったことから、保護者については推薦を受けた方と応募のあった方となっており

ます。利用者は応募の該当がなかったため、担当課市職員の推薦により、こちらからお願いを

しております。

次に、ワークショップの進め方をごらんください

進め方については、各回でリーダーがグループ内での検討結果を発表していく形式で行いま

した。第１回、第２回は全体で共通テーマについて討議し、課題の共有化を図った上で、第３

回、第４回は与えられたテーマについてグループ別に討議を行っております。

第１回では、テーマＡ、図書館分館のあり方について、全グループでの共通討議を行いまし

た。あり方、スペース、ソフト、セキュリティの角度から検討、課題の抽出を行いました。グ

ループごとの討議内容の詳細は、紙面の下段に示すとおりです。主なものを中心に報告させて

いただきたいと思います。

あり方については、本館とは異なる特色を持つ分館にする。本館、分館、公民館図書室のデ

ータベース化、オンライン化による蔵書の充実、授業に配慮した学校図書室との一体的な相互

利用。スペースについては、読み聞かせスペースの設置、児童や市民の自主学習スペースの設

置、児童館の併設を踏まえた幼児が親子で楽しめるスペースの設置。ソフトについては、保育

クラブ、児童館に合わせた開館、休日、放課後の図書室の開放、学校図書室の開放、コーヒー

ショップなどの併設などが主なものとなりました。セキュリティについては、学校図書室との

相互利用を図る場合でも、管理を明確にした安全対策の必要性が各グループに共通する課題と

なりました。利用に当たっての事前登録制や出入り口を一般利用者用と児童用を分けるなどの

検討がされております。

続きまして、かわら版№２をごらんください。

第１回と同様、テーマＢ、保育クラブ・児童館のあり方について、テーマＣ、市民広場・パ

ークアベニューと防犯防災のあり方について、全グループで共通討議を行いました。また、冒
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頭では、文部科学省の研究会座長や全国各地の学校づくりに携わっておられる東洋大学の長澤

教授に東日本大震災の復興の様子や学校の複合化事例について御紹介をいただいております。

テーマＢからごらんいただきたいと思います。

ここでも主なものを中心に報告をさせていただきます。

あり方については、乳幼児、小学校、中・高生が安全に遊べて、それぞれが平等に自由に楽

しめる施設。世代間の交流の場。スペースについては、保育クラブ、児童館での屋内運動場、

グラウンド、市民広場、図書館分館の利用、児童館事業での多目的スペースの活用。保育クラ

ブ、児童館を一体利用する場合、複数の年代層が混在することに対しての安全性の確保。ソフ

トについては、保育クラブ、児童館の相互利用による日曜保育等の利用可能時間の拡大、地域

交流事業の継続、放課後こども教室と連携した運営などが主なものとなっております。

次に、テーマＣをごらんください。

あり方については、グラウンドを防犯・防災の拠点とし、市民広場は補完的な役割を担うも

のがよい。保育クラブ、児童館での市民広場の利用。地域の人が散歩で立ち寄れる憩いの場。

スペースについては、災害時に活用できるマンホールトイレやかまどベンチの設置、市民広場

から広がる地域活動スペースを設置し、地域交流を図る工夫をする。ソフトについては、市民

参加型の植栽維持管理を行い、ボランティア活動や地域交流を行えるようにする。防犯面を考

慮し、見通しをよくし、死角ができないよう植栽を計画するなどが主なものとなりました。セ

キュリティについては、開放的にしつつも、セキュリティを確保することが各グループに共通

する課題となりました。利用に当たっての事前登録制や時間指定での門の開閉などが検討され

ております。

次に、かわら版№３をごらんください。

この回からは、前回までの共通討議で各グループから抽出された課題等を踏まえ、それぞれ

に与えられたテーマについてグループ別で討議を行いました。

最初に、学校施設についての基本理念である地域の生涯学習やまちづくりの拠点にもなる学

校であるために、地域が学校、児童とともにできることを具体的にイメージすることにより討

議を進めました。

グループＡについては、本の貸し借りにとどまらない居心地のよい談話の場とすること。必

要な本があるだけでなく、勉強を教え合える学習の場とすること。高齢者が児童に読み聞かせ

などを行える触れ合いの場とすることなどが討議されました。

グループＢについては、児童館事業を行うための学校施設との複合利用が討議されました。

屋内運動場、グラウンドのほか、学校の特別教室の中でも、とりわけ音楽室、図工室、家庭科

室のニーズが討議されました。

グループＣについては、市民広場は、併設される図書館分館や児童館に開放されるだけでな

く、地域全体に開かれた交流の場、憩いの場とする。市民広場を中心に交流スペースを整備し

ていくことなどが討議されました。また、パークアベニューについては、地域が児童とともに
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植栽維持管理をしていくことなどが討議されました。

次に、地域と学校、児童が交流するに当たり、児童の安全を確保していくための仕組みにつ

いて討議をいたしました。これについては、いずれのグループからも、複合利用に係る学校施

設と地域施設の運営管理を調整する仕組みを検討する必要が討議をされております。

次に、かわら版№４をごらんください。

前回に討議した地域が学校、児童とともにできることの具体的なイメージを踏まえ、複合利

用したい場所、利用時間帯、利用を成立させるために必要な管理・調整役について討議をいた

しました。

グループＡについては、複合利用したい場所として、学校図書室、学習スペース、屋外テラ

スなどが挙げられ、利用時間帯としては、授業がなければ開放してほしいという結果になりま

した。図書館分館と学校図書室はお互いに一体として使うことも可能な位置にあり、独立性が

確保されていること、さらに、地域住民の談話や憩いの場となる多目的スペースや屋外テラス

が図書館分館に隣接していることなどが方向性として出てまいりました。

グループＢについては、複合利用したい場所として、普通教室以外の全ての学校施設が挙げ

られ、利用時間帯としては、学校が使用しないとき、特に利用率の下がる長期休業中に開放し

てほしいという結果になりました。屋内運動場やプール、市民広場と隣接していること、学校

の特別教室の中でも、音楽室、家庭科室、図工室にニーズがあったことから、これらが利用し

やすい場所にあり、学校との区分が明確にできることが方向性として出てまいりました。

グループＣについては、市民広場は地域のイベントでの活用、地域住民の散策の合間の休憩

場所とし、夜間を除く終日開放、パークアベニューは通り沿いにベンチや運動器具、遊具など

も置かれた地域住民の運動の場であり、子供たちの遊びの場であり、終日開放という結果にな

りました。市民広場、パークアベニューともに市民や子供たちの憩いの場とし、市民広場から

広がる地域スペースを設置し、地域交流を図っていくことが方向性として出てまいりました。

また、以上の利用を成立させるために必要な管理・調整役については、学校、図書館、保育

クラブ、児童館、市民広場の運営にかかわる四者の調整の場が必要、学校の管理外の利用を管

理する組織が必要、中立的な立場で学校と地域の連携を図る調整役が必要など討議されており

ます。

最後に、メンバーからいただいた感想を紹介させていただいております。「充実していた」

「勉強になった」など、おおむね良好なコメントをいただきました。

第１回から第４回を通じ、メンバーの方からはさまざまな御意見、御検討をいただきました。

この検討結果は、基本設計への提言としてまいります。図書館分館、保育クラブ・児童館、市

民広場・パークアベニューについては、学校に併設されることを生かすための配置やそれぞれ

の施設整備のあり方の方向性、児童の安全を確保した学校施設と地域施設の運営管理の検討事

項の整理などを中心に報告書をまとめてまいります。

なお、複合利用に係る学校施設と地域施設の運営管理については、今後も検討をしてまいり
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ます。

（仮称）和光市立下新倉小学校建設設計ワークショップの報告については以上となります。

○栗原次男委員長 以上で説明が終わりました。

ただいまの説明範囲での質疑を行います。

なお、質疑においては和光市個人情報保護条例等に基づき、発言の際は十分注意なされます

ようお願いいたします。

それでは、質疑のある方、挙手を願います。

駒井委員。

○駒井政公委員 後の資料でお尋ねすることかもしれませんが、今のワークショップの中で図

書館の利用についていろいろ御意見があったようなんですが、図面を見ると、一般開放の図書

館分館が結構大きな面積をとれるような設計になっております。それとまた別に学校図書室が

ございますが、この相互利用というのは、学校図書室も含めて市民が使えるという意見になっ

ているんでしょうか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今の学校図書館は、このワークショップの中の要望といたしまして、

児童館を今度設置しますので、児童の方が図書館を使える計画とすることでどうですかという

要望がございました。そのことを含めまして、両方の使い方を今後検討させていただきたいな

とは考えております。

○栗原次男委員長 駒井委員。

○駒井政公委員 それではまだ結論は出ていないということになりますか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 これから検討させていただきたいと思います。

○栗原次男委員長 村田委員。

○村田富士子委員 このワークショップでお伺いしたいんですが、１回目のときに、ワークシ

ョップは必ずやっていただきたいということで要望しまして、本当にタイトなスケジュールの

中でやっていただいて、よかったと思います。

それで、やはり複合施設ということで、和光市にとっては初めての形になりますし、今回の

ワークショップを実施するに当たって、この参加者の皆さんには資料を提供されて、そのもと

でいろいろ議論されたと思うんですけれども、どのような資料を使って行ったのかお伺いした

いと思います。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 まず、一番最初に行ったことになりますけれども、実際に今度行わ

れます基本設計の中で学校の位置などをまずメンバーの方に設計事務所から説明させていただ

きました。それに基づきまして、市民の方も使えるという施設がございますので、学校の施設、

それと市民が使える施設、その真ん中の重複する部分に関してどういう形のことができるかと
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いう図面を書きまして、それで説明させていただいております。

○栗原次男委員長 村田委員。

○村田富士子委員 例えば前例のあるどこかほかの学校は示されたんですか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 そこまで細かな内容の説明はしていないです。

○栗原次男委員長 村田委員。

○村田富士子委員 では基本設計とそういう説明の中でイメージを膨らませて議論をしたとい

うことですね。わかりました。

○栗原次男委員長 吉田けさみ委員。

○吉田けさみ委員 ワークショップを４回行った結果、それぞれの意見がまとまっているんで

すけれども、この出されている意見がほぼ、その運営上とかどういうあり方をするかというと

ころで議論をしていると思います。意見が出る中で、設計変更についての意見というものは受

け付けなかったのか、それとも設計上のことについては問題がないという形で進められてきた

のか、その辺。もし設計上で、ここは変えるべきじゃないかということも含めて意見が出てい

るようでしたらば、そこの内容についても明らかにしていただきたいと思うんです。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今回の設計の内容につきましては、今現在やっている松田平田設計

である程度の基本設計はできていますので、その細かい位置的な話は、このワークショップの

中で出てきておりません。ただし、その内容につきましては教育委員会の中で、位置的なこと

をそのワークショップに基づいて変える必要があれば、そういう検討はさせていただきますが、

ワークショップ自体ではそういう設計の変更を伴った意見はございませんでした。

○栗原次男委員長 吉田けさみ委員。

○吉田けさみ委員 これからこの基本設計と実施設計の中でワークショップを開いたというこ

とについては、当然設計にも変更が出てくる可能性があるわけですよね。それについては、こ

の委員会内部、（仮称）和光市立下新倉小学校建設準備委員会の中でこれから設計変更もあり

得ると。それから、このワークショップが終わったばかりなので、それはこれから検討するん

ですという中身になるかどうか。それによって全体の建設費だとかそういったものにも変更が

出てくるという可能性もあるわけですよね。その辺については見通し、どう思っていますか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今回のワークショップにつきましては、メンバーの皆さんで、今、

教育委員会と、それから市長に報告書を提出する形をとりまして、それを提言として、これか

ら検討するという形になります。５月になりますと、これから工程表を話しますけれども、パ

ブリックコメントを行いまして、市民の意見も聞く形をとっておりますので、最終的には基本

設計は５月末までに終わる予定をしていますので、実際には、設計が変わるか変わらないかは

その内容によりますので、その中では検討していきます。最終的には教育委員会である程度方
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向性は決めますけれども、検討していく形にはなると思います。

○栗原次男委員長 吉田けさみ委員。

○吉田けさみ委員 そのことについては、方向性も含めてなんですけれども、ワークショップ

のメンバーの皆さんに対しても説明はされていますか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 ワークショップのメンバーの方につきましては、この報告書は、リ

ーダーの方を中心にさせていただいて、学校建設準備室で取りまとめて最終的な報告書を出す

という形を考えておりますので、その後でメンバーの方にはその内容を通知したり、報告させ

ていただきたいと考えております。

○栗原次男委員長 佐久間委員。

○佐久間美代子委員 複合ゾーンということで、ワークショップかわら版№４に出ていますけ

れども、現在の面積に比べて児童館も保育クラブも面積が狭いのではないかという気がするわ

けです。それで、地域の方もいろいろ要求もあろうかと思いますが、このワークショップの中

ではどういう意見が出されていましたでしょうか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 このワークショップの中で、児童館と保育クラブが一体になって使

うという計画での説明をさせていただいておりますので、面積のことにつきましては幾つにな

りますとか、大きくなります、小さくなりますという説明はしていないです。

○栗原次男委員長 佐久間委員。

○佐久間美代子委員 ここに音楽室とか家庭科室も活用したいという意見も出されています。

それで、保育クラブの子供が勉強する場としても児童館を活用したいという意見も出ています

ので、そうした総合的な複合ゾーンという考え方に立っていると思うんですけれども、私は最

初から、児童館そのものがかなり小さくなるであろうということを心配していたわけなんです。

そうしますと、このワークショップの中ではそうした意見は余り出ていなかったということで

しょうか。確認します。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 そういう意見はございませんでした。

○栗原次男委員長 須貝委員。

○須貝郁子委員 １点だけ確認させていただきたいんですけれども、ワークショップを行った

この15人のメンバーは、皆さん現地は１回は見ていらっしゃるのでしょうか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 和光市職員に関しては別ですけれども、あとのメンバーにつきまし

ては現地に全員集めて、そこの場所を視察するという形はとっておりません。ただし、その

方々は和光市にお住まいになっていましたので、その場所については御存じだということで考

えております。
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○栗原次男委員長 須貝委員。

○須貝郁子委員 建物のことだけの検討でも、その周りがどうなのかとか、その現地の場所が

どうかという確認はしたほうがいいんですよね。一体としては行ってこなかったということで、

できれば、もう済んでしまったことですけれども、個々にでも行っておいてくださいみたいな

ことは言っていただいたほうがよかったのかなと思います。

○栗原次男委員長 村田委員。

○村田富士子委員 先ほどのメンバーについてですけれども、利用者に関しては応募がなかっ

たので、市から依頼したということだったんですけれども、この辺の広報の仕方はどうだった

のでしょうか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 このワークショップのメンバーの方につきまして、市の教育委員会

でも探してはいましたけれども、実態をわかっています担当所管課にお願いするのが一番よい

と考えましたので、それで対応させていただいたということでございます。

○栗原次男委員長 村田委員。

○村田富士子委員 大変な中でなっていただいたようですけれども、この実際のワークショッ

プが始まったときには、利用者の方、応募市民の方、そういう参加者は押しなべて皆さんから

御意見が出たと解釈してよろしいですか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 このワークショップは、ＡＢＣという３つのグループに分かれまし

て、６人という構成になっていますので、タイトルごとに皆さんからいろんな意見を出し合っ

て、それで総合的に意見をもらっていますので、多くの意見をもらったということになると思

います。

○栗原次男委員長 村田委員。

○村田富士子委員 一応確認をさせていただきたかったんですけれども、準備委員会のときに、

やはり地域の方の御意見が余り出なかったというのがすごく気になっていました。それと、や

はり今回地域で誇れる学校づくりをみんなでしようというところにあって、地元の地域の方、

利用者の意見がしっかり反映されているかどうかというのがやはり大きなポイントになると思

うんです。そういった意味では、意見が反映されたと市としては考えていると受け取っていい

ですか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 このワークショップのかわら版にも№１から№４までありますけれ

ども、皆さんの意見が全部入ってこの形でできたということになっていますので、そういう形

になっていると思います。

○栗原次男委員長 阿部委員。

○阿部かをる委員 ワークショップを開催していただいて、当初心配していたのは、メンバー
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の人数が少なかったので、多くの保護者の方とか地域の方等のそういった声が反映されるのか

なというのを私は個人的に心配しておりました。ただ、このかわら版等を見ますと、さまざま

な意見が反映されているので、本当に内容的には充実した、少人数であっても多くの声が反映

されているなというのをこれを見て確認させていただいたので、ほっとしています。ただ、保

護者の代表の方が３名ですよね。それで、このワークショップかわら版の内容等はホームペー

ジに掲載されているので、関心のある方は見られるということではありますけれども、このか

わら版は、今後の通学区域内の保護者には紙面は手元に配付されているんでしょうか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今ですけれども、その紙面は、その方に対しては出してはおりませ

ん。

○栗原次男委員長 阿部委員。

○阿部かをる委員 みんなでつくる小学校ということで、今回タイトなスケジュールだったの

で、代表の方となってはいますけれども、やっぱり参加するというところで、私たちの地元の

学校なんだと、手づくり感というか、そういう思いというのはすごく凝縮されてくると思うん

です。せめてこの状況と通学区域の保護者の方には、学校から紙面で出すとか、そういうこと

をしていただいて、皆さんから意見を伺うときにインターネット上で声を寄せてくださる方と

いうのは本当にわずかだと思うんです。でも、日々の生活の中で、学校の先生やいろんな代表

の方への声もたくさん出てくるかと思いますので、ぜひそういった対応をしていただければと

思いますが、いかがでしょうか。

○栗原次男委員長 教育長。

○大久保教育長 今非常に貴重な御意見をいただきましたけれども、通学区域の変更調査会を

実施しておりますので、その答申が今月末に出る予定でございます。それが出ましたら、地域

の説明会としてこのような通学区域になりますという説明会を予定しております。その際にこ

のかわら版についても配布できるように準備していきたいと思います。

○栗原次男委員長 吉田武司委員。

○吉田武司委員 かわら版についてなんですけれども、メンバーの方から児童センター、また

学校などで配っていただきたいという要望が出たと思うんです。どうしてそのときに要望に応

えていただけなかったのか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 大変申しわけありませんけれども、今こちらの学校建設準備室には、

伝わってきていないという形で、その内容を聞いていない状況です。今初めてという形になり

ますので、その話はできない状況になっているんですけれども。

○栗原次男委員長 吉田武司委員。

○吉田武司委員 私、メンバーの方から、そういう要望をして、配布や児童センターに置くよ

うな話があったんですけれども、置かれていないんですけれども、どうなんでしょうかという
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問い合わせが１回来たんです。そういう要望をしたと聞きましたけれども。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 学校建設準備室の職員は、その内容を聞いてはいないと思いますの

で、また内容を確認させていただいて、できることであればやっていきたいと考えております。

○栗原次男委員長 吉田武司委員。

○吉田武司委員 では、私も確認してみますので、そのときにはまた速やかに行っていただけ

ればと思います。

○栗原次男委員長 赤松委員。

○赤松祐造委員 私も阿部委員、また吉田武司委員と同様で、このかわら版についての質問で

す。非常にいい形ででき上がっていますので、多くの方、これからできる学校に対して期待し

ている方、また不安を持っている方が市民の中にいらっしゃると思うんです。これを読むとか

なりのものが見えてくるので、できるだけ周知する意味で、地域だけじゃなくて、本当に配る

ぐらいしていただきたいと思います。これは要望です。

次に、先ほども村田委員が質問していましたが、かわら版の最後の、第１回から第４回の報

告書のまとめのあり方について。これはリーダーの方がまとめて、それででき上がりというこ

とじゃなくて、発表する前に全委員に、こんな形でまとめるというある程度の合意はとるので

しょうか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 ＡＢＣのグループのリーダーにおかれましては、皆さんの意見を聞

きまして集約してまとめる形をとって発表させてもらっております。

○栗原次男委員長 赤松委員。

○赤松祐造委員 それでは、合意はとっているということですね。

あと、そのできる内容は、恐らくいい内容になると思いますけれども、その報告書に基づい

た設計、そのとおり設計されているかどうかをチェックするとか、この報告書をもとに設計に

生かされると思うんですけれども、それはどこが見るんでしょうか。それは学校建設準備室で

チェックするのか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 このワークショップに基づきまして報告書ができ上がりますので、

そのときは提言となります。教育委員会もそうですけれども、市長にも提言しますので、その

内容を確認させていただいて、最終的にはその内容を検討することが必要であれば、内容を変

えることも行いますけれども、その中で最終的には決定していくという形になるかと思います。

○栗原次男委員長 赤松委員。

○赤松祐造委員 では、この報告書ができ上がったら、報告書はいつごろ発表されるんですか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 これから報告書を作成しますので、５月中旬には報告書をつくる形
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で考えております。

○栗原次男委員長 猪原委員。

○猪原陽輔委員 かわら版の№２についてお伺いしたいんですけれども、こちら、テーマＢと

テーマＣ、それぞれお話し合いをされているんですけれども、そこでそれぞれの項目で、要望

と課題という形で丸印と星印という形で分けられておりますが、この星印が課題ということで、

せっかくお集まりいただいているので、各メンバーの方は、この課題について話し合うという

ことは当然やっていくべきだとは思うんですけれども、その後の、№４で、この内容、例えば

施設の開放時間とか、あとは管理役とか調整役をどうするかという話し合いはされているんで

すけれども、ここで出された課題全てに対しての報告は、このかわら版では出されていないわ

けなんですけれども、そのあたり、課題に対しての解決策であるとかというのは、全ての課題

に対して行われたのかお伺いしたいと思います。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今回の課題になりますけれども、１番の課題は、運営と管理の問題

と考えております。そのためには、その内容に対して、今後学校建設準備室で検討させていた

だきまして、どういう形でできるのか等も含めまして計画をさせていただきたいと考えており

ます。

○栗原次男委員長 猪原委員。

○猪原陽輔委員 学校建設準備室の中での検討という質問ではなくて、このワークショップの

中で、この№２で出された課題についてその後全て解決に向けた話し合いはされたのかどうか

お伺いしたいと思います。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 このワークショップの中で課題として抽出したということになりま

すので、その内容を報告書の中に入れて提言にしていきたいと考えております。

○栗原次男委員長 ほかに質疑はございませんか。

〔「なし」という声あり〕

ほかに質疑がありませんので、以上にて１第４回特別委員会からの進捗状況についてと、２

新設小学校建設設計のワークショップについてに対する質疑を終結いたします。

次に進みます。

３、新設小学校の配置計画等の概要について説明を求めます。

学校建設準備室長、お願いいたします。

○棚谷学校建設準備室長 続きまして、５ページをごらんいただきたいと思います。

説明内容につきましては、01から10までのことにつきまして順次説明させていただきます。

まず、設計事務所からの提案となっています建物の外観パースが描かれておりますが、今ま

での学校建設部としては箱型の形状となっておりますが、今回の計画では、屋根の形状として

は傾斜となっているものと考えております。この計画につきましては変更はしておりません。
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また、校舎棟のゾーンと市民が使用できます施設のゾーンの位置につきましても、変更は行っ

てはおりません。

それでは、説明資料で資料２となっております配置図兼１階平面図をごらんいただきたいと

思います。

委員長と副委員長の後ろに大きな図面がございます。わかりやすくなると思いますので、担

当がそちらを指しながら行いたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

それでは、学校建設予定地といたしましては、北側に県道があり、南側、西側、東側に市道

が接しております周囲を囲まれた敷地となっております。南面としましてグラウンドが配置さ

れておりまして、150ｍトラック６コースとなっております。敷地面積としましては約5,000㎡

となっております。

東側にはパークアベニューという緑道部分を計画しておりまして、市道に接しまして歩道部

分の計画もしております。

この建築物の中央になりますけれども、階段部分となっております。そこの部分に関しては

吹き抜けとなっておりまして、開放感のある空間となっております。

１階、２階、３階となりますけれども、普通教室と廊下の間には可動式の間仕切りを設置し

まして、オープンスペースとなっております。

給食室は西側に位置しておりまして、材料を搬入しやすい計画としております。

市民広場の東側の中央部分に児童たちの昇降口もございます。その隣に市民広場がございま

す。そのために総合的な全体計画になっておりますが、出入り口を東側とさせていただいてお

ります。

東側の県道側には児童館と保育クラブを計画しておりますが、詳細につきましては、まだ今

現在検討中となっております。

屋内運動場につきましては、一般市民への開放ができる位置と考えております。

県道側に駐車場として36台を確保し、車椅子の駐車場として１台を確保させていただいてお

ります。

次のページをごらんいただきたいと思います。

02、３階平面図及び床面積について御説明いたします。

左に書いてあります２階平面図につきましては、校舎棟の東側に図書館の分館を配置し、校

舎棟の北側には図書室とコンピュータ室が隣接するように位置しております。グラウンド面に

面していますバルコニーがございますが、避難用及び運動会の観覧席として使用することがで

きる計画となっております。

また、北側には２階にプールの計画をし、屋根をつけることでほこりの対策をとっておりま

す。

次に、右に書いてあります３階平面図には、南に面して５年生と６年生の教室を配置し、屋

上になりますけれども、屋外機の場所を設けております。
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次に、新設小学校の床面積といたしましては、併設する施設も入れまして、１階から３階ま

での合計の床面積といたしまして、概算で9,140㎡となっております。概算となりますが、床

の面積を２階平面図の下に書いてありますので、ごらんいただきたいと思います。

次のページをごらんいただきたいと思います。

03、計画高さの考え方について御説明いたします。

まず初めに、高さの基準点といたしましては、左上に書いてあります和光市３級基準点がこ

こにあります。これが基準となります。そして、左下に書いてあります場所が一番低くなって

いるため、高さとしましては「±０」の表示とさせていただいております。この場所からの高

さを全体的に表示させていただいております。

グラウンドにつきましては、周辺道路から「＋1.20」と書いてありますので、約１ｍ高いレ

ベルとなっております。パークアベニューにつきましては、左下にあります「±０」のレベル

のところから右側に行きまして正門、「＋1.25ｍ」と上がりまして、そのまた右へ行きまして、

「＋1.50ｍ」の市民広場の前という形になっております。

駐車場につきましては、東側市道から出入りするレベルと設定させていただいておりますが、

駐車場入り口につきましては「＋0.21ｍ」となっております。駐車場におきましては「＋

0.10」となっております。

次に、建築物になりますけれども、１階の高さといたしましては、「＋1.70」として計画さ

せていただいております。これは降水時の安全性を確保する計画となっております。

次のページをごらんいただきたいと思います。

04、動線計画及び出入り口計画図について御説明いたします。

まず歩道といたしまして、学校施設の外側の南側と西側に計画しております。東側につきま

してはパークアベニューを計画する予定になっておりますので、その中に歩道を計画させてい

ただいております。

児童たちの正門への動線となりますけれども、左の下にありますパークアベニューが入り口

となりまして、校舎側に進みまして正門のところを通り、中央にあります校舎の東側にあると

ころから昇降口となっております。これは３年生から６年生が使用する形となっております。

また、グラウンド面につきまして、１、２年生が各教室に入れるような計画とさせていただい

ております。また、西側にあります通用門となりますが、そこからも児童たちが入ってこられ

る状況になっております。

地域住民の方の動線につきましては、パークアベニューを通り、市民広場に行くという形に

なりますが、そのほかに駐車場をおりていただいて、それからまた市民広場という形の動線と

なっております。

緊急車両の動線につきましては、西側にあります通用門から車両出入り口を通ることになり

まして、災害時も使用できますし、救急車もそこから進入する形となっております。

次のページをごらんいただきたいと思います。
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05、緑地計画について、06、雨水抑制対策について、07、送電線による建築制限についてを

御説明いたします。

まず初めに、緑地計画につきましては、緑化に関する条例がございますので、和光市まちづ

くり条例及びふるさと埼玉の緑を守り育てる条例に基づき計画することになります。この県条

例につきましては、敷地面積が3000㎡以上の場合ということが条件にございますので、今回の

緑化の条件につきましては、埼玉県の条例をもとに行うこととなります。そのためにふるさと

埼玉の緑を守り育てる条例による基準の計算を計上させていただいております。緑化面積とい

たしましては敷地面積の25％以上、接道部緑化につきましては接道の長さ掛ける0.5以上、高

木植栽本数につきましては緑化部20㎡当たり成木2.5ｍ以上となる樹木を１本以上という条件

がございますので、この条件を満たす計画とさせていただきます。

次に、雨水抑制対策について御説明いたします。

この条例につきましても、和光市まちづくり条例及び埼玉県雨水流出抑制施設の設置等に関

する条例がございます。今回の学校施設予定地が１ha以上のため、この埼玉県の条例の手続の

許可が必要となっております。この２つの条例につきましては、貯留施設の容量の基準につい

ては同一のものとなっております。そのため敷地面積１haにつき、950㎥を掛けさせた容量以

上のものを設置する必要があるということになります。

07、送電線による建築制限について御説明いたします。

ＪＲと現地での確認を行い、送電線の位置及び高さを確定しています。建築制限といたしま

しては、高圧電流が流れた際の発熱による送電線のたるみがございます。また、風により揺れ

が起こることによります影響がございます。その両方の悪い条件、厳しい条件の中から、高圧

電線から3.6ｍ以内になりますけれども、建築することができないことになっております。こ

の条件を満たしまして計画していきたいと考えております。

次のページをごらんいただきたいと思います。

08、騒音・振動・ほこり対策について御説明いたします。

この配置図の中では右上の場所になりますけれども、騒音・振動・ほこり対策につきまして

は、学校施設の外壁をコンクリートによる壁とすることで対応できるような形で計画しており

ます。また、極力開口部を設けない計画といたしまして、開口部が必要な場合には、防音性の

高いサッシを用いる計画になっております。

次のページをごらんいただきたいと思います。

09、１階平面説明図について御説明いたします。

Ａのところをごらんいただきたいと思います。

Ａにつきましては、教室の位置について計画しております。教室は全てグラウンドに面した

南側配置としております。これは１階、２階、３階全て同じようになっております。この南面

にした理由といたしまして、日照がよいということ、それとグラウンドから１、２年生が出入

りをすることになったことによりこのような計画になっております。また、騒音の場所から遠
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くに離すということを目的に、この場所になっております。

Ｂといたしまして、給食室の位置につきましては、西側に面した場所に計画しております。

これは歩行者分離を明確にしたこともございますが、市民の方の利用できる施設と学校で利用

する施設を分けるための計画となっております。

Ｃについて御説明します。Ｃにつきましては、家庭科室・音楽室・図工室の位置についてで

すが、市民の方も利用しやすい場所となっております。この施設につきましては、地域開放出

入り口を通りまして市民ラウンジを通り、体育館のアリーナのところの通路を通って特別教室

となっておりますこの３つの部屋を使用させていただく形となります。

Ｄにつきましては、防災倉庫の計画となっております。防災倉庫につきましては、駐車場か

らアクセスした位置となっております。また、避難場所となる屋内運動場の横の場所となって

おります。

Ｅになりますけれども、職員室・校長室の位置の計画につきましては、１階でグラウンドに

面した場所となっております。また、保健室はグラウンドに面した場所となっており、緊急車

両が横づけできる場所となっております。

次のページをごらんいただきたいと思います。

Ｆとなりますが、学校図書室及びコンピュータ室の位置の計画につきましては、２階の中央

に配した場所となっております。この学校図書室及びコンピュータ室は隣に配置し、利用しや

すい位置とさせていただきました。

Ｇにつきましては、図書館分館の位置の計画につきましては、学校図書室及びコンピュータ

室に近い場所として、また、パークアベニューからもよく見える場所といたしました。２階と

なっているため、１階の市民ラウンジからエレベーターと階段側を使って渡り廊下からの出入

り口となります。渡り廊下につきましては囲ってございます。

Ｈのプールの位置の計画につきましては、２階の場所として計画しております。また、市民

の方も利用可能であることから、東側の位置に設置させていただいております。児童たちのプ

ールへの通路といたしまして、２階よりミーティングコーナーの横を通り、けやきテラスを通

り、アリーナの通路を通りましてプールへ行く形となっております。

以上で説明を終わります。

○栗原次男委員長 以上で説明が終わりました。

ただいまの説明範囲での質疑を行います。

駒井委員。

○駒井政公委員 03の図面ですが、各部分の高さを御説明いただきましたが、この中の和光市

３級基準点の場所はどこなんでしょうか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 場所につきましては、この図面に書いてあります左上の場所になり

まして、和光市の「市」と書いてある上側にある角、市道と市道の交差になりますけれども、
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その場所が基準点となります。

○栗原次男委員長 駒井委員。

○駒井政公委員 歩道上のところですか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 そのとおりでございます。

○栗原次男委員長 駒井委員。

○駒井政公委員 「＋5.64」ということは、これは標高ですよね。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 そのとおりでございます。

○栗原次男委員長 金井委員。

○金井伸夫委員 送電線による建築制限についてのところですが、まず、高圧電線から3.6ｍ

以内には建築することができないということなんですけれども、これは建物に対する規制であ

って、例えば工作物も同じなんでしょうか、高さ制限ということで。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 建築物も工作物も、この中には建築的なことは、行為はできないと

いうことになっておりますので、できないと考えております。

○栗原次男委員長 金井委員。

○金井伸夫委員 次のページなんですけれども、産廃処理場に面する外壁はコンクリート壁と

書いてあるんですが、これ以外の外壁はコンクリート壁ではないんですか。要するにこのコン

クリート壁の特徴を説明いただけますか。

騒音・ほこり対策ということなんで、これコンクリート壁というのは特別な措置なのかどう

かなんですけれども。要するにほかの外壁はコンクリート壁ではないのかどうか。何でできて

いるのかということです。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今、騒音のある場所及び振動のある場所から、図面ですと波形の矢

印で示させてもらっています。その面に対しまして、今現在ですけれども、学校の校舎及び体

育館となりますけれども、その外壁面を厚みを増すことによって騒音の対策はできるというこ

とで計画しております。

○栗原次男委員長 金井委員。

○金井伸夫委員 そうすると、あくまで校舎の外壁という意味ですよね。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 そのとおりでございます。

○栗原次男委員長 金井委員。

○金井伸夫委員 厚くするということですか、わかりました。

それから最後、先般、私、議会でコンクリート破砕施設の移転について、埼玉県の統一見解
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を委員長と副委員長に求めてほしいと要望したんですが、その結果についてお聞きしたいんで

すが、どうなっていますでしょうか。委員長と副委員長に。

○栗原次男委員長 私は答弁者ではございませんので、答弁者に対する質問をしてください。

駒井委員。

○駒井政公委員 05、緑地計画についてと06、雨水抑制対策についての件で２点ほどお尋ねし

ます。

緑地計画、敷地の25％の指定ということで、屋根が傾斜屋根になっているということで屋上

緑化は考えていないと思いますが、この周辺の植栽だけでこれはカバーできるのでしょうか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 この緑化面積ですけれども、25％ということになっておりますので、

まず考えられるのは、駐車場も緑化する計画は必要であります。また、グラウンドにも芝ない

しはそのようなものを計画していく、面積的には必要になるとは考えております。

○栗原次男委員長 駒井委員。

○駒井政公委員 それでは、その次の雨水流出抑制の関係なんですが、これはどういう形のも

のを考えているんでしょうか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 雨水流出抑制対策につきましては、まずは建築物にはピットの中、

御存じのとおりそこにためていくと、貯留する形が必要ですので、そういう形を考えておりま

す。また、容量が足らない場合には、例えばグラウンドにとどめるとか、今現在庁舎にも、駐

車場に抑制対策のための雨水をためていますけれども、そのような計画をする必要があると考

えております。

○栗原次男委員長 駒井委員。

○駒井政公委員 要するに周辺よりこの土地は基本的にはかさ上げしているんですから、そこ

にためるというのはちょっと不可能かなと思いますので、答えはピット式だということで、そ

れで理解しておきます。

○栗原次男委員長 斉藤克己委員。

○斉藤克己委員 08、騒音・振動・ほこり対策の屋上の関係なんですけれども、太陽光パネル

を体育館側に設置する形ですけれども、隣接しているプールは、屋根つきのものにするという

ことでしたけれども、今の考えとしては強化プラスチックですとかそういう透光性のあるもの

で考えているのでしょうか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 プールの屋根につきましては、ポリカーボネートという製品を用い

まして、この図面には載っていないんですけれども、今の太陽光パネルの位置の下の部分がプ

ールになりますので、そこを開口しまして、そういう材料での施工を考えております。

○栗原次男委員長 佐久間委員。
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○佐久間美代子委員 太陽光パネルなんですが、体育館のここの面積のみということだと思い

ます。校舎の関係では、傾斜の屋根ですけれども、南側のほうにつけるという計画は全くなか

ったんですか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今現在は、先ほど委員に言ったとおりの計画としておりますので、

そのほかの計画は考えてはいない状況です。

○栗原次男委員長 佐久間委員。

○佐久間美代子委員 太陽光パネルをもっと多くしたほうがいいと私は考えるんですが、なぜ

そうならないのか、まず理由を伺いたいです。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今現在は、先ほどの内容もありますけれども、まずは体育館を災害

時に使える形の計画とさせていただいていますので、それで今現在の計画とさせていただいて

いるという状況になります。

○栗原次男委員長 佐久間委員。

○佐久間美代子委員 体育館は収容避難場所になるでしょうから、体育館の電気をこれで賄う

という関係もあるんですか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 この計画は、10kwということになっていますので、そんなに大きな

容量になっていませんけれども、災害時には使えるという計画では進めさせていただいていま

す。

○栗原次男委員長 佐久間委員。

○佐久間美代子委員 01の配置図兼１階平面図について、先ほど私が質問した児童館なんです

けれども、215㎡となっていますね。保育クラブが170㎡と出ていますから、そうしますと、現

在の児童館の面積とはどのぐらいの差があるんでしょうか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今現在の面積をちょっと調べますので、その後に御答弁させていた

だきたいと思います。

○栗原次男委員長 田上委員。

○田上安男委員 体育館は避難所として考えておられますけれども、かさ上げが1.7ｍという

ことでありますけれども、その根拠をお聞きしたいと思います。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今回のレベルの計画につきましては、和光市洪水ハザードマップの

計画がございます。その中では、洪水の高さといたしまして1.5ｍから２ｍという条件がござ

いましたので、まず安全とされる数字として1.7ｍの計画をさせていただきました。また、こ

の建築物の計画におきましては、屋根の高さがございますので、今、送電線の兼ね合い、また、
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建築基準法における日陰の規制がございます。その対応も配慮しなければならないということ

がございますので、この高さとさせていただきました。

○栗原次男委員長 田上委員。

○田上安男委員 私は２ｍかなと最初思っていたんですが、上に上げると高圧電線にひっかか

ると、そういうことでしょうか。それでその0.3ｍ下げたと、そういうことでしょうか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今現在、高圧送電線の実際の高さを図面上には落としていませんけ

れども、その内容を考慮すると、今言った屋根勾配になりますので、その高さを考えると、プ

ラス1.7ｍで屋根を計画しないとできないという状況になりましたので、計画させていただき

ました。

○栗原次男委員長 吉田けさみ委員。

○吉田けさみ委員 08、騒音・振動・ほこり対策の産廃処理場に対する外壁コンクリート壁と

いうことで図面に説明が入っています。これからも産廃処理場については、対応については努

力するということもおっしゃっておられますけれども、高さについての考え方なんですよ。景

観などの関係もあるかと思うんですけれども、やっぱり風向き等によって相当粉じんが舞うと

いうことも心配されます。この高さについての考え方をちょっとお聞きしておきたいんですが。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今の計画としまして、建物の外壁のところに対しては計画しており

ますので、隣接する場所の塀用として計画しているものではございません。

○栗原次男委員長 吉田けさみ委員。

○吉田けさみ委員 設計上で粉じん等が防げるような、そういう対策ではなくて、あくまでも

建物の擁壁としての対応のみと、それ以上のことは、対策は今のところないということですか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今、振動と騒音に関する調査は行っております。まだ報告書はござ

いませんけれども、その内容で設計事務所と計画を練りました結果、今の外壁の厚さをある程

度の規模にすれば対応できるということでの話がありましたので、この外壁の厚さで計画して

いきたいと考えております。

○栗原次男委員長 村田委員。

○村田富士子委員 屋根に関してなんですが、２月のあの記録的な大雪で富士見市の体育館も

被害を受けました。でも、ただそれは基準値内できちんとつくられていてそうなったわけです

けれども、この辺の対応というのは、プールの屋根も含めて検討されましたでしょうか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 この計画は、実施設計のときに構造計算がこれから入ってきますの

で、そのときに詳しく対応する形で行っていきます。

それで、今現在、基準法にもありますけれども、雪の重みとかそういうのは、当然計算の中
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に入れて計画していきますので、安全にできると考えております。

○栗原次男委員長 須貝委員。

○須貝郁子委員 先ほどの雨水抑制対策のこのピットはどこに設置されて、そこからの水はど

こに流れていくんですか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今現在ですけれども、そのピットは、体積や位置はまだ決定してい

ない状況になっています。そのために、最終的にはその抑制をするために雨水をためまして、

時間をずらしまして、今現在水路が両側にありますので、抑制したものを流す計画とさせてい

ただきます。

○栗原次男委員長 須貝委員。

○須貝郁子委員 わかりました。

今、この産廃処理場の面するこの建物の躯体の厚みを厚くするということですよね。それで、

１つ確認なんですけれども、隣地の産廃業者の壁の高さはどのぐらいあるんですか。それと、

この建物の高さはどのぐらいか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 産廃処理場の壁ですけれども、約2.5ｍあると思います。また、今

回計画されている外壁は、現在は３階建てとなっていますので、３階までの外壁という形に校

舎棟はなります。体育館側は体育館の高さまでの外壁という形で考えております。

○栗原次男委員長 須貝委員。

○須貝郁子委員 そうすると、産廃業者は2.5ｍぐらい、そんなに高くないですよね。それで、

こちらの建物は３階だから13ｍとか14ｍぐらいの高さの建物が建つということですよね。

もう一つ、北側に駐車場がありますよね。この駐車場の壁は厚くするということはないんで

すね。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 先ほど言いましたけれども、調査した結果、こちらの県道側の騒音

に関しては、その影響が余りないので、そういう計画にはなっておりません。

○栗原次男委員長 須貝委員。

○須貝郁子委員 この県道は、これから拡幅される可能性があると聞いているんですけれども、

そうすると、この駐車場の36台でしたか、今は確保されているけれども、それはもう狭まって

きて、それだけの確保ができないかもしれないというのは前提として考えているんですよね。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 将来的にはそうなると思っております。

○栗原次男委員長 須貝委員。

○須貝郁子委員 もう一つ伺いたいんですけれども、市民広場の出入り口は閉ざされているん

ですよね。自動扉か何かになっていくわけでしょう。その中に植物があって、それからもう一
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つ、奥にも囲まれた中に植物があるんですよね。上は吹き抜けになっている。そう考えていい

んですよね。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 広場の上につきましてはあいております。

吹き抜けになっています。

○栗原次男委員長 須貝委員。

○須貝郁子委員 小さく囲まれているところに樹木があって、管理はどうなのかなと思ったの

で、ちょっと心配なのですが。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今後、そういう管理運営につきましても、誰がどういう形で行うか

を決定させていただいて行っていくようにしますので、安心していただきたいと思います。

○栗原次男委員長 佐久間委員。

○佐久間美代子委員 この体育館と、それからその手前のところの児童館、保育クラブ、市民

の方々が利用されるところ、その高さでちょっとイメージが湧かないんですが、体育館の高さ

とこの児童館と保育クラブの上にプールをつくりますでしょう。そのプールの屋根の高さ等、

どのぐらいなんですか。ほぼ同じぐらいになるのかどうなのか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 計画では、屋根の高さは同じような形で計画する形になります。そ

れで、今の質問の中で、児童館と保育クラブに関しては天井がございますけれども、例えば約

2.4ｍぐらいの天井になっていて、その上にプールがあります。体育館に関しましては、普通

ですとバレーができる形になりますので、例えば10.5ｍの天井とかになり、それぐらいの上の

空間がないとできないということがあります。両方の位置の上を屋根はつくるという形の計画

となっております。

○栗原次男委員長 佐久間委員。

○佐久間美代子委員 わかりました。

特別教室は、図工室と家庭科室と音楽室、これのみですか。

○栗原次男委員長 教育長。

○大久保教育長 ちょっと図面を見ていただければおわかりいただけると思いますけれども、

理科室とかパソコンルームとか、そういう部屋があって、特にこの家庭科室、音楽室、図工室

は、できれば市民の方に使っていただけるようにということで、ここに集めてありますので、

学校で必要な特別教室は設計の中に入っております。

○栗原次男委員長 熊谷委員。

○熊谷二郎委員 04、動線計画及び出入口計画図の動線の点で最初に確認したいんですが、登

下校時の動線として、１年生、２年生は１階から１階の昇降口、教室に面した昇降口から入っ

て、３年生以上はこの計画図に書かれている出入り口、主出入り口の昇降口から出入りをする
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ということでよろしいですか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 そのとおりでございます。

○栗原次男委員長 熊谷委員。

○熊谷二郎委員 それから、平面説明図と、この校舎、教室等の配置等については、これはプ

ロポーザルで示された設計とは当然違っています。ある程度、児童館とか保育クラブの位置が、

変わってきているんですけれども、この配置等については、現場の先生方や関係者の意見の反

映というのはどの程度されているのか、もしあればお伺いします。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今回のプロポーザルで提案された内容につきまして、２階のところ

に校長室、職員室というのを設計上書いてございました。現在それに伴いまして、小学校の校

長先生、教頭先生及び教育委員会におきまして協議をさせていただいた中で、１階に校長室、

職員室、もともとありましたけれども、保健室を設置する形で、グラウンドを見られる位置に

設置するということでの協議もさせていただきました。ほかにも必要な施設につきましては先

生方に意見をいただいてございます。

○栗原次男委員長 熊谷委員。

○熊谷二郎委員 それでは、現場の先生方にも喜ばれるような設計であると認識してよろしい

ですね。

次に、パークアベニューのところで、６ｍあるわけですけれども、植栽をして、いわゆる通

路として一番狭いところではどのくらいの幅員になりますか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 パークアベニューの歩道部分につきましては、２ｍ以上は確保して

いきたいと考えております。

○栗原次男委員長 熊谷委員。

○熊谷二郎委員 市民の人たちも使うという意味で、車椅子で訪れる方もいると思います。そ

ういう面から考えたら、児童のほうも車椅子を使用するという場合が時によっては出てくるか

と思うんですけれども、この行き違いができるような点も考慮して歩道は設置してもらいたい

のと、あと、２カ所階段がありますよね。スロープなのでしょうか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 このパークアベニューの中にあります校舎棟の左側の下にあるもの

につきましては階段状になっております。また、市民広場の前の下にある線につきましても階

段状のものとなっております。

○栗原次男委員長 熊谷委員。

○熊谷二郎委員 そうしますと、車椅子で来た方は限られたところでないとスムーズに入りに

くいということになるんですか。この階段の一部分だけ平らにしておくとかという工夫とか、
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そういったバリアフリーも考慮していただけたらと思います。これは要望です。

○栗原次男委員長 須貝委員。

○須貝郁子委員 南側の市道377号線、ここの面の高低のところというのはどういう形なんで

すか、植栽だけであるんですか、それとも何かフェンスみたいなものがあるんですか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 学校予定地の中についてはフェンスで囲う形となります。

○栗原次男委員長 須貝委員。

○須貝郁子委員 そうすると、歩道もないわけですよね。道路幅はこの５ｍでしょう。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 市道377号線につきましては、今現在歩道はございません。そのか

わり、学校の施設の中に２ｍの歩道をつくって、そこを通行してもらう形になっております。

○栗原次男委員長 須貝委員。

○須貝郁子委員 そうすると、その中側がフェンスで囲まれるということでいいんですね。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 そのとおりでございます。

○栗原次男委員長 駒井委員。

○駒井政公委員 この学校施設の空調の考えはどのように考えていますか。やらないかやるか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今の計画ですと、教室に関しましては暖冷房の設備を考えています

し、体育館につきましても暖冷房の設備が完備されると考えております。また、細かいものに

つきましては、実際に実施設計の中で取り入れていきたいと考えておりますので、今の状況と

してはそうなっております。

○栗原次男委員長 駒井委員。

○駒井政公委員 私ちょっと今心配しているのは、それをやった場合の室外機をどこへ設置す

るか考えているのかなと思いました。結構、目いっぱい入れているので、その場所を考えてお

かないと、あるとき急に室外機の場所どこにするのという話になりますので、お答えは結構で

す、その辺は、考えておいてくださいということです。

○栗原次男委員長 村田委員。

○村田富士子委員 04の動線計画のところで歩道が示されているんですが、北側の県道なんで

すけれども、ここは現状のまま目いっぱい敷地として使うということでしょうか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今現在はそういう形で考えております。

○栗原次男委員長 村田委員。

○村田富士子委員 先ほど、その拡幅する場合には後退するというお話もありましたけれども、

この県道に関しては、ともかく狭くて自転車も通りにくいし、歩きにくいという苦情がすごく
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寄せられている場所なんです。言われてから下がるのではなくて、公共施設なんですから少し

でも下げて、例えば植栽を置くであるとか、休憩のための椅子を置くであるとか、そういった

ようなスペースを最初からつくるというのは、考え方として大事ではないかと思うんですが、

いかがでしょうか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今の計画につきましては、そのとおり行ったほうが私もいいとは思

いますけれども、今現在、駐車場のスペースを確保するのがなかなか難しいという状況があり

ますし、また、この県道から北側に児童がほとんど住んでいないという状況もありますので、

今回はこの計画で進めさせていただきたいと考えております。

○栗原次男委員長 村田委員。

○村田富士子委員 児童がいないということもありますけれども、複合施設でありますし、市

民や地域の皆さんが使うという、そういう意味では、この北側の県道に関する歩道に対する苦

情というのはすごく多いので、これはやっぱりある程度受けとめておくということが大事かな

と思います。50㎝でも下がれればどうなのかなという、これはぜひ検討していただきたい要望

としておきます。

○栗原次男委員長 猪原委員。

○猪原陽輔委員 県道の北側に面している駐車場のところなんですけれども、36台となってい

ますけれども、これは収容能力として十分なのでしょうか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今現在は十分であると考えておりますが、またどうしても必要とい

うことであれば、周りの部分に関してまた対応していかなければならないとは考えております。

○栗原次男委員長 猪原委員。

○猪原陽輔委員 教職員の方もこの36台のところにとめる計画なんでしょうか。

○栗原次男委員長 教育長。

○大久保教育長 実際に学校を開校してみて、車で通う職員がどのくらいいるか。バスも和光

高校まで出ていますので、できれば通勤には公共機関をというのが常に我々が言っていること

であります。その上で車通勤となったときに、どのくらいかというと、学校の現状を見てもら

えればわかりますように、35台乗ってきている学校はありません。例えば第二中学校と広沢小

学校を見ていただいても半分半分で分かれていますけれども、片側に35台は並んでいないです

ね。ですから、35台全部埋まるということは考えていないです。ただ、市民の方が使いますの

で、その空間というのを確保しておかなければいけないと思っております。

○栗原次男委員長 一番最初に委員の皆様に委員長として12時までに終わらせたいという協力

をお願いしたつもりですが、その点も踏まえまして、よろしくお願いいたします。

村田委員。

○村田富士子委員 学校行事があった際、保護者は駐車場を利用するわけですか。
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保護者の方は自転車で来ますよね。その台数というのは半端じゃないんですよね。駐輪場と

いうのは、この駐車場を兼用すると考えているんですか、それとも別にありますか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 図面の01番、配置図兼１階平面図をごらんいただきたいと思うんで

すけれども、この中に保育クラブの位置の下に駐輪場として確保するという形で計画させてい

ただいております。

○栗原次男委員長 村田委員。

○村田富士子委員 学校行事の際、20台ではとても足りないと思うんですが、その辺のところ

はどう考えていますか。

○栗原次男委員長 教育長。

○大久保教育長 年に数回、そういう実態がございます。市内の状況を見ていただければわか

りますように、駐輪場として確保しているところはどこもないんです。本当にすき間のところ

を指定して、ここにとめてくださいとしますので、例えばこの駐車場にも、職員等が入ってし

まえばそのスペースは白線を引いてできますので、そんな対応を考えさせてもらいたいと思い

ます。

○栗原次男委員長 佐久間委員。

○佐久間美代子委員 すみません、先ほど熊谷委員が、階段のみではなくてスロープをと発言

されていますが、この水害対策としての学校の敷地を高くするということが必要であって、道

路との高低があるわけですけれども、ここの地域は、いわゆる公共施設がないわけですよね。

それで、投票所は吹上コミセンに行くんですよ。そうすると、ずっと坂を登っていって大変だ

という声はずっと聞いていたわけですね。だから、ここがもし投票所になれば、地域の方はと

ても投票しやすい、選挙に行きやすいということもあるわけで、ぜひそのスロープを考えてほ

しいと思いますので、これは要望として言っておきます。

○栗原次男委員長 ほかにございますか。

〔「なし」という声あり〕

ほかに質疑がありませんので、以上にて、３、新設小学校の配置計画等の概要についてに対

する質疑を終了いたします。

次に進みます。

４、新設小学校の通学区域の概要についての説明を求めます。

教育部長。

○上篠教育部長 新設小学校の通学区域について御説明いたします。

御存じのとおり、現在、和光市立学校通学区域変更調査会において協議をお願いしておると

ころでございます。

６ページに調査会並びに説明会の実施状況等も記載させていただいております。

第１回調査会で調査会に諮問した区域でございますが、これは次の７ページとなります。そ
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して、８ページの通学区域が現在の通学区域でございます。簡単に御説明いたしますと、８ペ

ージの上、北側ですが、福祉の里から新倉８丁目と６丁目の境を南に行きまして、水道道路を

渡りまして、新倉３丁目と下新倉５丁目の境を金泉寺入り口まで来ます。昭和通りを渡りまし

て酒井浄水場の前を通って１号線に出て、協和橋からもとの中新田通りを通って、このライン

から東側が白子小学校区、西側が新倉小学校区というラインで現在分かれております。

今回、諮問いたしました新設校に伴います通学区域の概要が７ページになります。図の左側、

教会と書いてありますが、これは隣の朝霞市から入ってまいります赤池橋、ここから新倉氷川

神社下を通りまして、新倉５丁目、新倉４丁目と新倉２丁目の境の通りをずっと東側に行きま

して、新倉交番にぶつかります。新倉交番を南に向かいまして、ショッピングセンターのとこ

ろから右に向かいまして、昭和通りを満願寺の前を通りまして金泉寺入り口まで来ます。金泉

寺入り口から南に向かいまして、酒井浄水場を上がりまして、市道１号線に当たります。市道

１号線を東に行きまして、下新倉氷川神社を避けるように練馬－川口線に出ます。練馬－川口

線を北に向かいまして、地図上の東側には表示はないんですが、西側が妙典寺で東側が大型デ

ィスカウントショップがございまして、次に信号機を東に入ります。東に入りますと、南は現

在工事中の白子３丁目中央土地区画整理区域、ここの北側を通りまして、そのまま白子川まで

と。このラインの北側を今回の新設小学校の区域という形で第１回の調査会で諮問をさせてい

ただきました。

そして、第２回調査会が行われました後、白子小学校で70名に対する説明会、新倉小学校で

30名に対します説明会を実施し、それぞれの意見を第３回調査会に報告をしたところでござい

ます。

通学区域変更調査会の中、また白子小学校、新倉小学校での説明会の中で、共通して出され

た質問がございます。現在、白子小学校から新倉小学校へ学校選択制をとって通っているけれ

ども、新設小学校ができた後はどうなるのか。それから、各自治会のほうからは、小学校区が

３つとなってしまう、こういったことは解決できないのか。それから、新設小学校、新しい学

校へ通うという子供の不安が大きい、実際に白子小学校、新倉小学校の先生も一緒に移動して

いただけるのか、そういった御質問がされております。それから、開校までに交通安全、防犯

面、環境面などで整備ができるか心配である、そういった御質問がされたわけでございます。

この後、今月30日に第４回調査会が開催されまして、この諮問に対します答申案が示される

ことになっております。その後、答申に対し、教育委員会として最終的な新設校の区域の決定

へと進めさせていただく予定でございます。

今現在、保護者の皆様はいろいろな心配を持たれているということは直接お聞きしておりま

す。教育委員会といたしましては、10年、20年後も踏まえた区域編成を基本にしていきたいと

考えております。

○栗原次男委員長 休憩します。（午前１１時５６分 休憩）

再開します。（午後 １時００分 再開）
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それでは、午前中の佐久間委員の質問に対する答弁を願います。

学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 佐久間委員からの質問に対してお答えいたします。

下新倉児童センターの床面積でございますが、471.11㎡となっております。また、下新倉保

育クラブにつきましては457.42㎡となっております。合計で928.53㎡という形になります。

今回計画しております新設小学校につきましては、合計で530㎡となっております。

○栗原次男委員長 ほかに質疑はございませんか。

〔「なし」という声あり〕

ほかに質疑がありませんので、以上にて、４、新設小学校の通学区域の概要についての質疑

を終結します。

次に進みます。

５、その他、学校建設工程の報告及び学校視察報告についての説明を求めます。

学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 続きまして、５、その他、学校建設工程の報告及び学校視察報告に

ついての報告をさせていただきます。説明資料の中にあります資料３の事務工程表をごらんい

ただきたいと思います。

今現在、設計工程といたしましては、基本設計を４月末までに取りまとめ、パブリックコメ

ントを５月１日から５月20日まで行う予定としています。また、基本設計の説明会を５月10日、

11日、12日の３日間を行う予定としております。５月末までには基本設計を完了する予定とな

っております。

引き続きまして、実施設計を11月中旬までに完了し、予定といたしましては、12月議会で施

工業者が決定し、工事を行う予定としております。工事着手につきましては、来年からの予定

となっております。新設小学校につきましては、平成28年４月の開校を目指して努力してまい

ります。

次のページをごらんいただきたいと思います。

東京都江戸川区立松江小学校の視察の報告を行います。

平成26年３月28日午後２時30分より、年度末の忙しい時期に学校施設の案内をしていただき

ました。出席者は、教育長を初め記載のとおりとなっております。

次の１ページをごらんいただきたいと思います。

江戸川区立松江小学校につきましては、創立138年の歴史と伝統のある学校であり、児童数

が580人で学級数が21学級で、敷地面積といたしましては8,982㎡となっています。

次に、２ページをごらんいただきたいと思います。

これは模型となりますが、グラウンドには120ｍのトラックで６コースとなっております。

また、模型の位置として右側にありますプールにつきましては屋上となっております。また、

屋上緑化や屋上に太陽光パネルの設置がしてございます。
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次からは、新設小学校計画と同じような部分について御説明いたします。

３ページをごらんいただきたいと思います。

低学年がグラウンドから入れるような計画となっており、昇降口がグラウンド側に出ており

ます。

次に、４ページの右側をごらんいただきたいと思います。

校舎の中央部分に階段があり、吹き抜けとなっていることにより、開放感のあるスペースと

なっております。

次に５ページをごらんいただきたいと思います

１階の低学年普通教室の屋上となっておりますテラスの上には、避難用として、また運動会

の観覧席として使っております。

続きまして、９ページから10ページをごらんいただきたいと思います。

屋上につきましてはプールがありまして、グラウンドの面積を大きくするためのものとなっ

ております。今回の新設小学校のプールにつきましては、屋根があり、ほこり対策を行ってお

ります。また、屋上には太陽光パネルがあり、教育の一環としてモニターなどで発電量が見え

るようになっております。

今回の視察におきましては、大変参考となっております。

○栗原次男委員長 説明が終わりましたので、今の説明範囲での質疑を行いたいと思います。

質疑がある方、挙手を願います。

斉藤克己委員。

○斉藤克己委員 松江小学校の視察、お忙しい中、提案させていただきまして、早速視察いた

だいて、その上で、もちろん違う部分もありますでしょうし、また参考になった部分等あろう

かと思いますけれども、学校施設として視察されて、具体的に感想ですとかちょっとお聞きで

きればと思っているんですけれども。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今回の視察につきましては、江戸川区でもグラウンドに関しては大

きいほうだということが言われていました。それにしては和光市のグラウンドの面積は大きく

確保できたなとは考えております。

また、いろいろと新しい施設になっていますので、やはりプールの面積を確保するために

は、校舎であれ体育館であれ、屋上に持ってくるということはやはり必要だなと考えておりま

す。

また、計画の中で、今回の計画と全く同じなのが校舎の中の吹き抜け部分でございます。幅

の広い階段で階層を上がっていくということはできますけれども、今回の新設校も同じような

形態をとっておりますが、松江小学校の階段の幅と比較して、今回の計画はある程度狭いと考

えておりますので、松江小学校の先生の話の中でも音の件は話がありましたけれども、それに

も対応できるのではないかと考えております。
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授業中は当然子供たちは教室の中で授業をしますけれども、そのほかに、階段の部分ではい

ろいろと計画しながら物事ができる、何か工夫してできるのではないかと考えております。

○栗原次男委員長 教育長。

○大久保教育長 実際に拝見して、オープンスペースの問題があるんです。これまでにも何カ

所か見て回りましたけれども、本当にオープンであればいいのかという課題はどうしてもある

わけです。この小学校の場合には、可動式の間仕切りなんです。そして、高学年から低学年に

下がるにしたがって、その可動の部分が狭くなるんです。５、６年の教室はもう本当に全部開

いてしまう、低学年は半分ぐらい。これは非常に使い勝手がいいなと思うんです。低学年が全

部開いていたら、とてもじゃないけれども掌握が難しいですよね。そんなことで、これは本市

でも活用しようということです。高学年は、時と場合によって臨機応変に使えるということで、

間仕切りについては、単にロッカーを置くのではなくて、きちっと閉められるというところで

非常に参考になりました。

○栗原次男委員長 赤松委員。

○赤松祐造委員 今の松江小学校視察ですけれども、非常になかなかいいヒントをいっぱいい

ただいているんですけれども、コンサルタントとか設計者は一緒に行ったんですか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 一緒に同行していただいて、中を見ております。

○栗原次男委員長 赤松委員。

○赤松祐造委員 次は、工程表について質問なんですけれども、この中の基本設計説明会とい

うのは、議会の中で回答されていましたけれども、地域の住民説明会と同じことですか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今回の説明会は、今現在説明させていただいている基本的な説明を

住民の方にしたいと考えております。

○栗原次男委員長 赤松委員。

○赤松祐造委員 この範囲は、市内全域にオープンですか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今回この説明会を開催する場所なんですけれども、白子小学校、新

倉小学校、坂下公民館の３カ所で行う予定としますので、エリアという話だと思いますが、そ

の範囲内になると考えております。

○栗原次男委員長 赤松委員。

○赤松祐造委員 これはもう本当に早く発信しないと、連休明けの忙しいときなので、皆でき

るだけ出られるように、時間帯は出られる時間帯にするとか、そういうことは考えていらっし

ゃるんですか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 日程につきましては、５月10日白子小学校で10時から行いたいと思
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っています。また、11日は新倉小学校で10時から開催する予定です。12日は坂下公民館で夜の

７時からという形で行いたいと思っております。

○栗原次男委員長 赤松委員。

○赤松祐造委員 通学区について、先ほど審議監から説明会で色々な意見があったということ

ですけれども、それ以外にもいろんな保護者の中で、不安で、通学区の問題で私にも電話がか

かってきたりしているわけです。もうこれで押し切るのか、まだもっと意見を聞いて熟議する

のか、説明会を開くのか、その辺はいかがでしょうか。

○栗原次男委員長 教育部長。

○上篠教育部長 通学区域の変更調査会と同時に、２回の住民説明も経まして、今月30日に答

申をいただくわけでございますけれども、その答申が諮問に対しまして、幾らかの変更がある

のかなと考えられます。それを踏まえて教育委員会において、最終的な通学区域を決定してい

きたいと考えております。

○栗原次男委員長 赤松委員。

○赤松祐造委員 特にこの下新倉３丁目、４丁目の出っ張ったところの区域ですが、かなりの

不安と意見を持っている方が多くいらっしゃいます。ここは本当に、そのエリアに行ってでも

説明会をするなり話し合いをしないと、将来に禍根を残すかもわからないですよ。この前の説

明会では、本当に教育長がすばらしい答弁をしていましたけれども、そこに出ていない人、出

られなかった人、まだ数多くいますので、非常に生活の問題にかかわるので、このまま押し切

るのは私はよくないと思うんです。これは要望です。

あともう１点、通学区は、先ほど教育部長が10年、20年先を踏まえた考えで決めるとおっし

ゃったんですけれども、それであるならば、この新設小学校だけじゃなくて、新倉小学校のす

ぐ南から北原小学校まで通っているところもあるわけです。トータル的に全学区を見て、10年、

20年先を考えるならば、僕はそれをするべきだと思います。北原小学校においても、北側を見

れば新倉小学校なのに、ずっと駅前を通って、危険なところを通って北原の端っこまで来るわ

けです。だから、通学区は、これ今回は新設小学校ですけれども、教育委員会の中でしっかり

と全学区を検討していただきたいと思います。これは要望です。

○栗原次男委員長 佐久間委員。

○佐久間美代子委員 視察に行かれた江戸川区の松江小学校は同じ設計事業者ですか。

それと、屋上にあるパネル、10ページに、かなりパネルがたくさん載っていますけれども、

このほかにも体育館の屋上に設置されているということなんですが、和光市と比較したらどん

なものですか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 設計業者は今やっています松田平田設計ではございません。違う設

計事務所が行っています。

それと、今、太陽光パネルの容量のことだと思いますけれども、今、容量が松江小学校だと
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幾つなのかちょっと確認しにいきましたので、後でまた御答弁させていただきたいと思います。

○栗原次男委員長 佐久間委員。

○佐久間美代子委員 松江小学校の屋上は平になっていますけれども、校舎も体育館もすべて

平な屋根ですか。

○栗原次男委員長 学校建設準備室長。

○棚谷学校建設準備室長 今の体育館も全て平な形状となっております。

○栗原次男委員長 赤松委員。

○赤松祐造委員 けやきテラスとかいろいろあるんですけれども、この場所は眺めが平らで余

りよくないので、私、どの場で言おうかなと思っていたんですけれども、教育長には以前、立

ち話ではお話ししたんですけれども、屋上に１カ所、展望台だとかそういうものをつくれば、

荒川も見えるし富士山も見える。そうすれば特徴のある、ちょっと夢が出るじゃないですか。

周りが状況のよくないところの学校なので、そういうことはデザインで考えることはできない

ですか、余談かもわかりませんけれども。教育長、お願いします。

○栗原次男委員長 教育長。

○大久保教育長 そんな話もしたことがありますけれども、今回あの地域に、本当にシンボル

となるような、高速道路から見ても、あれが学校かとわかるようなものをつくりたいというの

は、我々が設計業者に申し上げてきたことなんです、プロポーザルに入る前から。そういう中

で、ただ鉄筋コンクリートの直方体であるとか、そういうのはちょっと勘弁してほしいなとい

うことで、こういう屋根の形が考えられたんです。

この設計業者、例えば川越の瓦の古いつくりだとか、ああいう伝統的なものを生かしたいと

いうのもコンセプトの中の１つにはあるんですね。ですから、おっしゃるとおり低地ですから、

高いところや屋上に行ければとは思うんですけれども、ちょっと面積的な面から見てもそれは

厳しいかなと思うところであります。午王山の丘に上がってもらえればよく見えるかなとは思

いますけれども。

○栗原次男委員長 吉田武司委員。

○吉田武司委員 通学区域変更についてなんですけれども、通学区域変更の説明会等でも各自

治会からいろいろな意見が出て、その中で教育長から決定したことはいろいろな考慮はできな

いという話がありましたけれども、その通学区域変更によって、通学の危険にさらされること

が多くなる、また、通学区の距離も長くなって、すごく不便な地域が１カ所あって、その辺も

教育委員会にいろいろなお願いや要望も出ているかと思うんですけれども、その辺の考慮とか

そういうのは考えられるのでしょうか。

○栗原次男委員長 教育長。

○大久保教育長 今までの変更調査会の中で出ている意見でございますので、そういったもの

を加味した中で答申がまずつくられるかなと思うんです。あくまでも私どもが諮問した内容は、

あそこに提示した形でございますので、その中で意見がもまれて、やはりこれは課題だなとい
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うことがあれば、その辺は答申の中に盛り込まれるだろうと思います。

答申をもらって、これから教育委員会で協議しますので、その中でまたそういう意見が反映

されると思います。必ずしも諮問案通りではないだろうなとは思っております。

○栗原次男委員長 吉田武司委員。

○吉田武司委員 それでは、今何カ所かそういう意見が出ているかと思うんですけれども、そ

の辺は考慮できるということでよろしいでしょうか。

○栗原次男委員長 教育長。

○大久保教育長 考慮できるということよりも、そういう意見で答申が上がってくるのかなと

思っております。私が考慮するということではございません。あくまでも諮問した内容につい

て答申をいただきます。その答申について、今度は定例会の中で決定していきます。意見が随

分出ておりますので、それは考慮されるだろうなと思います。私がどうこうではないというこ

とです。

○栗原次男委員長 ほかに質疑はございませんか。

〔「なし」という声あり〕

ほかに質疑がありませんので、以上にて学校建設に関する質疑を終結します。

本日の案件にかかわる審査は終了しました。

なお、委員長報告及び記録の作成については、委員長に一任願います。

次回の特別委員会は必要に応じて連絡いたします。その際は日程調整をよろしくお願いいた

します。

以上で学校建設等特別委員会を閉会します。

午後 １時２２分 閉会
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